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研究成果の概要（和文）：タイの南アジア系移民３集団（１．北タイ在住バングラデシュ系ムスリムの子孫、２．「ネ
パリ」、３．南アジア系子孫であるビルマ系ムスリム）の調査を行い、南アジアと東南アジアとのつながりを探った。
１に関しては移動ルートと祖先の出身地等を明らかにすることができた。また、２については、内部のサブ・グループ
の存在やタイへの移入時期の違い等を明らかにした。３についてはミャンマーの政治的事情により十分に調査できなか
った。
また、ミャンマー人移民労働者の調査からは、大規模・継続的に国境地帯から離れたタイ内部へ出稼ぎに出ている実態
が判明し、従来の国境地帯中心のミャンマー系移民労働者研究のバイアスが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：For the purpose of re-finding the relationship between South Asia and Southeast 
Asia, we have conducted a research project which studies three South Asian communities in Thailand; i.e. 
1) Bangladeshi Muslim descendant communities in northern region, 2) ‘Nepali’ community, and 3) Burmese 
Muslims of South Asian origin. On group 1), their migration routes and their ancestors’ villages were 
revealed. On group 2), it is revealed that a ‘Nepali’ category includes three different sub-groups and 
that their times of migration and the cause and process are different. As of the political problem in 
Myanmar, we could not deepen a research on group 3).
At the same time, Fujita, co-leader of the project, headed another research group and investigates on 
Burmese migrant workers in Thailand. They revealed that there are successive flows of migrants to the 
heartland of Thailand, and this fact suggests the bias of the previous studies which paid too much 
attention to the border area.

研究分野：地域研究、社会学

キーワード： タイ　南アジア　ビルマ（ミャンマー）　陸路でのつながり　移民労働者　移民政策　バングラデシュ
　ネパール
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１．研究開始当初の背景 
（１）地域研究や隣接諸分野で、東南アジア
と南アジアは別個の地域と捉えられる傾向
が顕著である。このため、両地域に関わる（ま
たがる）社会現象・問題は、これまでさほど
注目されなかった。日本のみならず、世界の
南アジア研究側からも東南アジア研究の側
からも、両地域間関係に関する研究は極めて
限定的だった。 
 
（２）タイにはインド系子孫のコミュニティ
があることが知られており、彼らに関する研
究はあったが、その焦点はシク教徒と一部の
ヒンドゥー教徒であり、南アジア系ムスリム
やネパール系についての研究はほぼ皆無で
あった。 
 
２．研究の目的 
（１）ビルマ（ミャンマー）を経由してタイ
に流入・定着している南アジア系の人々の、
タイへの流入プロセスと、タイ国内での生活
実態を解明することを狙いとする。従来、南
アジアと東南アジアは別個の地域として取
り扱われる傾向が顕著であったため、両地域
にまたがる現象は研究の視野に入りにくか
った。本研究は、南アジアからビルマ（ミャ
ンマー）を経由してタイへ流入・定着してい
る人々（バングラデシュ系ムスリム、ネパー
ル系ビルマ人、南アジア系ビルマ・ムスリム）
に焦点を当て、彼らの移動・定着の歴史的か
つ現在進行中のプロセスを解明することで、
南アジア世界と東南アジア世界の結びつき
を具体的に提示することが主目的である。 
 
（２）同時に、彼らの存在を広くビルマ系移
民の中に置き、タイにおけるビルマ系移民の
全体像を描きなおすことも目指す。タイには
多数のビルマ系移民労働者がいるが、彼らの
生活実態、現状と問題点の解明は進んでいな
い。その点を明らかにする。 
 
（３）ビルマ系移民・労働者と比較対照する
形で、南アジア系ビルマ人ないし南アジア出
身でビルマ経由タイに移動・定着した人々の
移動のプロセス、実態等を総合的に把握・理
解することを目指す。 
 
３．研究の方法 
（１）バングラデシュ系ムスリムのタイ人コ
ミュニティについては、コミュニティの主要
人物に対して個別のインタヴュー調査を実
施する。特に彼らの移動経路、移動理由、移
動と定着のプロセスを可能な限り探る。南ア
ジア系ビルマ人（ネパール系ビルマ人及びビ
ルマ・ムスリム）については、個別インタヴ
ューを試みる他、ネパール系ビルマ人に関し
ては、彼らがタイで独自組織を立ち上げてい
るので、それに関する聞き取りも行う。また、
ビルマ（ミャンマー）人移民労働者に関して
は聞き取りを中心にし、移民労働者の法的地

位、就業実態、労働条件、生活条件、医療保
健、教育、セックス・ワーカーの問題、等に
ついての総合的な調査を実施する。 
 
（２）インタヴューは、研究協力者（タイ、
ビルマ、ネパール、それぞれの地域を研究す
る専門家）の協力を求めつつ、タイ国内では
主にタイ語での聞き取りを行う。また、聞き
取りは、ベンガル語が通じる場合にはベンガ
ル語、ネパール系に関してはネパール語、ビ
ルマ系ムスリムにはビルマ語で実施する。ビ
ルマ系移民・労働者については、使用言語は
ビルマ語になる。同時に、上記諸集団関連の
関連諸語の文献を収集し、その読解・情報収
集を進める。 
 
４．研究成果 
（１）タイ北部のバングラデシュ系ムスリム
子孫コミュニティに関連： 
①移動ルートの解明：当プロジェクトが解明
した移動ルートは以下の通り。最初期のムス
リムは、牛を放牧しながらの移動だったらし
い。陸路を全行程徒歩で移動してきた可能性
がある。次の世代は、英領末期、東部ベンガ
ル（現バングラデシュ南東部）の港湾都市チ
ッタゴンからラングーンへ船で移動し、ラン
グーンからはビルマ側のPapun、タイ側のTha 
Tafan 経由で、メーサリアンへ行った。一部
の人々は、その後、ホートを経由し、チエン
マイへ移った。現在の北部各地のバングラデ
シュ系ムスリムの祖先は、ほとんどこのルー
トで来訪・定住に至ったと見られる。 
 
②祖先の出身地の解明：チエンマイのムスリ
ムたちには祖先の出身地の情報が欠落して
いた。メーサリアン経由での聞き取り、バン
グラデシュのチッタゴン県最北部ミルショ
ライ郡での調査の結果、複数の出身村を発見
できた。さらに、同地での関係者への調査か
ら、同郡でも最北部、フェニ川の下流域から
ビルマ経由で移民が流出した時期があった
こと、流出はフェニ川の河岸浸食と関連があ
った可能性があること、フェニ川を挟んで対
岸のノアカリ県（現フェニ県）南部からも移
民を輩出したこと、等が判明した。また、一
部の移民については、親族関係等も明らかに
できた。これ等の点は移住の実態を知る上で
最大の成果である。 
 
③メーサリアンの重要性：Suthep[2013]の研
究では、タイ北部のバングラデシュ系移民は
主にメーソートを経由してタイ北部に流入
した、とされた。しかし、我々の調査から明
らかになったのは、上掲の移動ルートであっ
た。メーソートでの現地調査では第 2次大戦
後に至るまで同地はビルマ側との交流の方
が圧倒的に頻繁であったことが明らかにな
った。他方、メーサリアンでの調査からは、
同地を経由してタイ北部にムスリムたちが
移動したことが確認された。さらに、19世紀



のイギリス人の紀行等からは、バンコクとチ
エンマイ間の交通に著しく問題があり、他方、
チエンマイからメーサリアン経由でビルマ
領モールメインとの間には確立したルート
があり、比較的短期間に移動できたこと、等
が記されている。以上を勘案すると、Suthep
の研究には明らかに限界がある。北部に関す
る限り、カギとなるのはメーサリアン・ルー
トである。 
 
（２）ネパール系ビルマ人関連： 
①３つのサブ・グループの存在：「ネパリ」
を自称する人々の中に、実体として３つの下
位集団が含まれることを解明したのは大き
な前進である。タイへの移入が早い順から記
せば、A)タイ国籍のネパール人、B)ビルマ系
ネパール人（正しくは、「ネパール系ビルマ
人」であるが、彼らは Burmese Nepali と自
称）、C)ネパールから直接タイに来たネパー
ル人。内部の実態はこのような状態でありな
がら、彼らは「ネパリ」としての一体性を強
く主張することも大きな特徴である。 
 
②３グループの特徴：上記 3グループは、そ
れぞれ特徴がある。A)の中核となるのは、英
領ビルマ期の進駐ゴルカ兵で、ビルマ北部で
除隊後、第 2次大戦の混乱を避けてタイ国内
に移入した。戦後、彼らがタイ国内に居住し
ていることをタイ政府が「発見」した。現在、
国籍上も統計上も、彼らは「タイ人」である。
B)似たような背景からビルマに来たが、その
ままビルマ北部に定住した人々がいる。彼ら
はビルマ独立後に市民権ないし国籍を得た
が、一部がタイに出稼ぎに出て、長期滞在し
ている。彼らは「ミャンマー国籍」保持者で
ある。他方、近年の移入者は、多くが第３・
第４世代の若者で、ネパール語能力が低い。
C)近年のグローバル化と共にネパールから
多数の人タイの観光地に出稼ぎに来ている。
彼らは「ネパール国籍」であり、タイ語をほ
とんど解さない。以上のような違いから、彼
ら自身は「ネパリ」としての一体性を主張す
るものの、タイ政府は、それぞれのサブ・グ
ループに対して異なる姿勢で対応している。 
 
（３）ビルマ系ムスリム関連： 
彼らについては、タイ北部で広範な存在を確
認できた。また、ビルマ国内での視察の結果、
ビルマ南部に多数の南アジア系ムスリムが
集中する地域があることは確認された。しか
し、プロジェクト開始後にビルマ国内のロヒ
ンギャに対する抑圧が強まったこと、ビルマ
人の間でのムスリムへの不信等の結果、残念
ながら、当初計画していた調査を進めること
が困難になった。 
 
（４）ビルマ（ミャンマー）系移民労働者関
連： 
タイに少なくとも200万人はいるといわれる
ミャンマー系移民労働者の全貌を明らかに

するのは難しい。初年度はメーソートで調査
を行い、2009 年の国籍証明手続きによる新制
度が浸透し始めた状況下で、移民労働者のバ
ンコク方面への移動加速化とそれを阻止し
ようとするタイ当局のせめぎあいが明らか
になった。しかし、その後の調査、特に 2014
年のミャンマー・モン州での調査は、メーソ
ートに在住して低賃金で働くミャンマー人
はむしろ例外的で、もっと大規模・継続的に、
国境地帯から離れたタイ内部の高賃金を得
られる地域に出稼ぎに出ている実態が明ら
かになり、従来の国境地帯中心のミャンマー
系移民労働者の調査研究の限界とバイアス
が明らかになった。 
 
（５）以上を通じて、歴史的にも現在でも、
事前の予想以上にタイにおいてビルマ（ミャ
ンマー）からの人の移動が大きい意味を持っ
ていることが明らかになった。同時に、ビル
マが南アジア世界と東南アジア世界との間
で人の移動をつなぐ、いわば「回廊」となっ
ていることも確認された。 
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